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1 学校の理念、教育目標  

 

教 育 理 念 教 育 目 標 

 

本校の教育理念は「礼儀・責任・融和」 

時代が変わっても決して変わることのない、言わば「心の技」（正し

い意識）を理解し、常にこれを磨いていこうとする人材を育成する。 

 

・礼儀 人と人とが社会生活を全うするために行う、人として 

    行うべき作法 

・責任 自分が関わった事柄を最後までやり遂げようとする 

    強い気持ち 

・融和 周囲の人と打ち解けて仲良くすること 

 
 

 
教育目標は「挨拶・清掃・工夫」 

 

・挨拶 コミュニケーション能力と人間性の育成 

・清掃 気づく心の養成 

・工夫 多様なニーズに応える技術・知識・センスの習得 

 

現場に直結した実習内容や、専任教員による実習授業、各種資格

の取得など即戦力となる人材の育成を行っている。 

 また、人間力を磨く教育として様々なジャンルの方による各種セ

ミナー、海外研修や留学などで海外の文化に触れ、歴史や文化を学

び視野を広げ豊かな感性を養える教育を目標としている。 
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2 本年度の重点目標と達成計画 

平成２９年度重点目標 達成計画・取組方法 

 

本校の教育目標の達成を実践するべく、教員の人間力・技術

力・授業力などを把握、ブラッシュアップして業界に求められる

人材を教育、育成する。また、より良い教育環境をつくり、より

多くの学生が自己の目標を達成出来るよう学級運営を充実させ

る。 

 

 

 

１ 技術の勉強会や、授業研究などを用い向上を図る 

 

２ 授業評価制度や専門技術の確認システムを有効に推進する 

 

３ 最新の業界に関する情報を教職員で共有し学生へと伝える 

 

４ HP等で活動内容を公開していく 

 

５ ハイパーQUを導入し、学生一人一人の心理状態を把握する  
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3 評価項目別取組状況 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

本校の理念・目的・育成人材像については、わか

りやすく、具体的に示しており、学生・教職員にも

よく周知徹底されている。学外への公表は、主に学

校案内パンフレット・ホームページで行っている

が、大変好評であり、今後もコンテンツの充実を図

っていく。 

 

 『礼儀・責任・融和』を身につけられる環境づく

りを続けていく。 

 

  

業界が求める人材像、時代に合った人材像をキャッ

チし、カリキュラムの見直し、実現性を的確に行って

いく。 

また、必要に応じて教員の技術は勿論、業界の現状の

知識のレベルアップを計っていく。 

 

 教職員が『礼儀・責任・融和』を念頭に学校生活を

サポートする。 

 

業界が求める人材、時代にあった人材を育成す

る為に教員が現場の状況を直接感じることがで

きるように卒業生やその他業界人とのコミュニ

ケーションを積極的にとっている。 

 

学生の自主性を尊重している。企画書などを提

出してヘアショー等を立案してくる学生に対し

積極的に舞台をつくる。『礼儀』をもって接し、

目標達成の意志がある学生には『融和』の大切さ

を伝えるべくテーマを与え『責任』をもってやり

とげられるように指導している。 
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基準２ 学校運営 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の目的は基準１で示したとおり明確に定め

られ、学校運営方針も校長を長とする課長級以上の

教職員で構成する幹部会で策定されている。意思疎

通を図るため毎朝会合を行っている。決定事項につ

いては議事録などの文書でなく口頭による伝達が

主となっている。 

 事業計画のうち、財務に関しては策定されてい

る。 

運営組織図は明確に定められている。意思決定機

能は、幹部会が掌握しており効率的に意思決定がな

されている。意思決定システムは確立されているの

で、今後組織規程等で明示されることが望ましい。 

人事や賃金での処遇に関する制度は整備され、職

員のやる気や能力を適切に評価する体制ができて

いる。評価シートや評価結果の一覧表などのフォー

マットは完成している。 

教務に関する業務効率化を図る情報システム化

は整備されている。また、教職員の業務効率化のた

め、ほぼ１人１台のパソコンが配置されている。し

かし、サーバーの老朽化やパソコンの劣化が進んで

おり、一部のシステムに更新が必要なものがある。

また、学生募集に関するデータは管理されており、

業務効率化は改善されてきている。 

 詳細な事案に対応する諸規定の見直しをする。 

 また、校内設備について、パソコン等の機器の更

新、導入のみならず、ITを利用した、情報システム

の構築や業務の効率化も検討していく必要がある。  

  

 

 残業管理や給与体系の合理化をはかり、すべての

教職員が公平に評価される制度が確立されている。 

幹部会議や教職員会議など、情報の伝達は一斉に

伝わるように配慮されている。 

また、幹部会議において決定した重要事項及び緊

急事項については、それぞれの部の長から所属職員

に伝達することになっている。 
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基準３ 教育活動 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 国家試験課題と現場に望まれる技術とのバラン

スを考えて、カリキュラムを作成している。 

 

美容室の割合に対しての人材確保ができていな

いのが、今現在の美容界の状況である。シャンプー、

カラーなどアシスタント時の業務に役立つような

カリキュラム作りを行い１日も早く技術者として

活躍できるよう考えている。 

 

国家試験課題は、特に学科の苦戦が予想されるた

め１年時より定期的にマークシートを使い国家試

験と同じ条件で模擬試験など行っている。これによ

りマークシートの記入ミスや、各個人が自分の苦手

課題が何であるか明確になり、今後何をするべきか

など学生自身が分かるようになっている。 

 

今年度入学生より国家試験の学科に変更があっ

た。十分考慮しながら対策にあたる。 

 

今後、非常勤講師などともしっかりとコミュニケー

ションをとり国家試験対策を行っていく。 

学生の学力・技術レベルに応じた授業を教務会議で

検討する。 

 

 外部講師からも意見を上げてもらい、積極的に授

業に組み入れて行く。 

 

模擬試験の結果を踏まえてフォロー講習対象者

を確定する。 

 

新たに国家試験科目となった教科に対し、常勤の教

員が教員資格を有し国家試験対策に臨む。 

・特進クラスを設け、目標をもって授業が行えるよ

うにしている。 

 

・夏休み冬休みなどを利用して、サロン実習なども 

行い美容室での業務内容などを確認できるように 

工夫している。 

 

・着つけ、メイク、エステ、ネイルなどトータル的

に美容技術が習得できる。 
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基準４ 学修成果 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

毎年の資格取得者数を比較検討し、資格試験対策を

行っている。試験に対する意識の低い学生に対して

は放課後のフォローを実施している。 

 

目標達成と生徒指導の充実を図るため、毎日全職員

で朝礼・終礼を行い、学生の状況を報告し合い、必

要に応じて早めの情報収集と教育相談等にあたり

必要な指導を行っている。 

 

社会的活躍やコンテスト入賞を目指し、今後の対策

として入賞作品の研究をすると同時に計画的に練

習をしていく。 

 

 

指導方法と正答率との関連性を調査する。 

 

同窓会や各学科教員の協力体制を強化し、常に新し

い情報収集することを心がける。 

 

コンテスト等に出場する学生に対して特別講習を

行っている。 

 

全アジアヘア＆メイクアップコンペティション（Ａ

ＨA）東京大会にて 2名入賞。香港大会出場。 

 

ミルボン・フォトレボリューション（フォトコンテ

スト）参加者 50組。 
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基準５ 学生支援 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

・就職支援に関する体制は整備されており、求人に

関する最新情報の学生への伝達、説明会や面接の

申し込み等の企業への連絡もスムーズに行われ

ている。活動状況を就職課で把握している。 

・学生相談に関しては担任、学年主任、部長等で連

携を取りながら行っている。今後は留学生にも相

談しやすい環境づくりをしていく。 

・経済的な問題を抱える学生に対しては、奨学金の

利用ができるよう取り計らっている。また希望者

には分納にも応じている。 

・学生の健康管理は学校として年１回の健康診断を

行っている。ふだんより病気予防のための指導を

クラスで行っている。 

・課外活動として平成１５年度から都立松澤病院内

に出向き、意志疎通の弱い入院中の老人に対しエ

ステ、ネイル等の美容の施術を行うボランティア

活動を続けている。授業では学べない貴重な社会

体験となっている。 

・地方からの入学者に対しては親身に住居の相談に

のり、学生寮・アパート等の紹介を行っている。 

・出席状況に問題が生じた学生に関してはいち早く

保護者への報告を行い、状況によっては、保護者

との面談も行っている。 

・校友会の活動としては年に１回イベントの開催を

行っている。 

・毎年、在学数をはるかに上回る求人がきている。

就職する意志があれば就職できる現況であるが、

選択肢が多く逆に選択に迷いの生じる学生が多

くなっている。決めかねている学生には、就職課

や担任である程度選択をしぼり、紹介していく。 

・精神面に問題を抱えている学生が以前より増えて

いる。保護者と連絡を取り合い情報の共有を心掛

ける。 

・奨学金を生活費に使い込んでしまい、学費の滞納

をする学生がいる。事前に奨学金の目的、借りる

上での規則をしっかり理解させる。 

・引き続きインフルエンザ予防接種の呼びかけやう

がい、手洗いの声がけを行っていく。 

・授業公開への出席を呼びかけ、授業や子供の学生

生 

活を知ってもらうことで学校への信頼感を高め

る。 

・卒業生への連絡がとれにくい現状がある。メール

アドレスの把握等を徹底していく。卒業生が来校

した際にはメールアドレスの確認を行っている。 
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基準６ 教育環境 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

・充実した施設・設備に恵まれ、授業カリキュラム

の中でも、実習室を最大限に活かすことが出来る工

夫をしており、教育内容もレベルアップした。 

 

・サロン実習、海外研修旅行、ワセビ留学支援プロ

グラム、国内研修等多くの研修を行える環境が整

えられており、教育内容は充実している。 

 

・防災訓練の際、消防に立ち会ってもらい総評をい

ただいている。全校生徒が一度に防災訓練をして

いる事は防災について意識が高い。オリエンテー

ションの際も消防署長から講話を頂いている。 

 

・全校生徒の本校からの距離を把握し、距離に応じ

た行動計画を策定した。教室には災害マニュア

ル、ヘルメット、メガホン、笛を常備。 

 

・学生に対して災害時に使用できる防災対策用品セ

ットを配布している。 

 

 

・授業を行う上で、更に良い教育環境を整備してい

く。 

 

 

 

・お茶室や着つけ室等日本の伝統文化を学ぶ事の出

来る施設・設備を持っている美容学校は本校の特

色である。 

 

・ワセビ留学支援プログラムは、研修費の 3 分の 2

を学校で援助し、海外で様々な研修やセミナーが

受けられる本校独自の特待制度である。 

 

・新入職員に対して避難器具の説明や消火栓の取り

扱い研修を毎年行っている。 
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基準７ 学生の募集と受入れ 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

高等学校への情報提供は、進学相談会への参加、

また高等学校教員には個別訪問を積極的に行ってい

る。学生募集に関しては、適切に行っており、学校

案内やパンフレット・ホームページには特色を分か

り易く標記している。また、体験入学や入試説明会

を月 2回以上行っている。 

入学選考基準は、規定で明確に定めている。選考

や合否判定は適切に行っている。入学選考の実績に

関しては、インフォクラウドで管理し、学力に応じ

た指導を入学後行っている。 

学生の能力及び経済力を考慮した学納金を算定し

ている。 

徴収金額はすべて明示している。 

 入学辞退者に対し、授業料等の返還は学則・募集

要項で明示している。 
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基準８ 財 務 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

財務基盤については、応募者数等の数字の把握は

毎年行っており、収支のバランスはとれている。 

学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定し

ており、資金収支超過額及び消費収支超過額はプラ

スとなっている。しかし、積極的な設備投資を行っ

た結果、学園全体の消費収支超過額についてはマイ

ナスとなっている。 

 

法人運営に係る財務分析は行っており、教育研究

費比率、人件費比率については、適切な数値になっ

ている。資金収支やコスト管理については部門ごと

に月次で適切に行っている。 

 

教育目標との整合を図って予算編成を策定して

いる。編成過程及び決定過程は明確になっている。 

予算の執行計画を策定し、乖離しないよう適切に

補正措置を行っている。 

 予算執行にあたってのチェック体制は学園本部

で行っており、適切な会計処理を行っている。 

 監査は私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に

実施し、理事会等で報告している。 

更に監査法人による監査を年２回実施している。 

 財務情報においては、平成２６年度より本校のホ

ームページにおいて公開している。 

 

来年度もプラスで推移できるよう、学生募集等を

計画どおり行う。 
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基準９ 法令等の遵守 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

関係法令等を遵守し、適切に学校運営を行ってい

る。また、必要な諸規定を整備している。 

個人情報保護に関する規程や、情報機器使用につ

いての規定は整備している。 

今後、マイナンバーに伴うセキュリティの強化を

必要があり、個人情報管理に関する啓発及び教育を

引き続き行う必要がある。 

自己点検・自己評価は組織的に、毎年度行なって

おり、今年度は自己点検評価報告書を作成し、学校

関係者評価委員会を行いその結果をホームページ

に公表した。 

学校の概要、教育内容、教職員等教育情報につい

ては、平成２６年度よりホームページにて公開し

た。 

マイナンバーの実施に向けたセキュリティ対策を

行う。 

個人情報保護規定に基づく校内システムの構築を

推進していく。 

 

 

 

 

 

本校美容科及びトータルビューティ科は平成２

６年度に職業実践専門課程の学科として文部科学

大臣より認定されている。 
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基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 開校当時から社会貢献やボランティア活動に

対して意識が高く、新宿区で毎月行われている

「ポイ捨てキャンペーン」には、当初から欠かさ

ず参加している。 

 

 充実した施設・設備をステューデントサロンを

通して地域の方にも積極的に開放することで、地

域とのコミュニケーションも生まれ、社会貢献に

繋がっている。 

 

 教職員の声ばかりでなく学生自身からも提案

があり、「エコキャップ活動」も行っている。 

都立松沢病院からボランティア活動に対して、感謝

状を頂き、今後も患者様の療養生活の質の向上に努

めていく。 

 

選挙権年齢が 18歳以上となり、校内にポスターの掲

示や政治セミナーを行い投票に行くよう各クラス促

していく。 

 

 

本校のボランティア活動 

・日本盲導犬協会募金 

・都立松澤病院ボランティア活動（ハンドマッサー

ジ、ネイルなど） 

・新宿区ポイ捨てキャンペーン 

・エコキャップ活動 

・新宿区役所への清掃道具等寄贈。 

・昨年に引き続きアークⅢ（非常食）100食分を山

吹の里（特別養護老人ホーム）に寄付 
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4 平成２９年度重点目標達成についての自己評価 

平成２９年度重点目標 達成状況 今後の課題 

本校の教育目標の達成を実践するべく、

教員の人間力・技術力・授業力などを把握

し、ブラッシュアップして業界で活躍する

学生を教育できるようにレベルアップす

る。 

１ 教員の実力は、授業研究及び模擬授業、

定期的な教員研修などを通して把握した。 

 

２ 国家試験課題を教員でタイムを計ってラ

ンクを付けて技術向上に努めている。 

 

３ 図書文化社のハイパーQU を導入し、外

部講師を招き講習会を開催した結果、有効な

活用が出来ている。 

１ 教員の技術力や授業力以外の人間力また

は担任力をつけるために研修だけでなくOJT

を有功に使う必要がある。 

 

２ 学生一人一人の心理状態なども注視して

対応することが望まれる。 

 


